
実践例「学級活動」 

 

 

 

 

 

 
【題材・単元名】 
「Ａ君と仲良くなろう」 
 
【対象学年】 
小学１年生 
 
【ねらい】 
・いつもと違う集団の中で活動したり、可能な範囲で支援籍校の児童とかかわりを持ったりする。 

（川越特別支援学校児A） 
・相手のことを知り、特性に配慮しながら交流をしたり、より良いかかわりの方法を考えたりする。 

（支援籍校児童） 
 

時間 活動内容 目標 留意点 
○児童Ａ ◎支援籍校児童 ○本校 ◎支援籍校 

１分 
 

８分 
 
 
 

４分 
 

３分 
 
 

８分 
 
 
 

１５分 
 
 
 

５分 
 

１分 

１、挨拶 
 
２、自己紹介 
 
 
 
３、歌「子どもの世界」
（支援籍校の季節の歌） 
「空が空であること」 
（川越特支の年間の歌） 
 
４、準備体操 
 
 
 
５、ゲーム 
「大玉転がし」 
「大繩跳び」 
 
６、感想発表 
 
７、挨拶 
 

 
 
〇名前を一人で言う 
〇支援籍校児童の自
己紹介を静かに聞く 
 
〇静かに鑑賞する。 
〇練習を思い出し、
身振りで表現する。 
 
 
〇教員の見本を見
て、できるところは
真似をする。 
 
〇チーム内の友達と
ハイタッチする等の
交流をする。 
 
〇楽しかったことを
身振りや言葉で伝え
る。 

◎授業全体を通し
て、児童Aと優しく
接したり、どのよう
にかかわれば良いの
か考えたりする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎A 君へ応援や、ゴ
ール時にハイタッチ
する等の交流をす
る。 
◎A 君の言葉に耳を
傾け、A 君の気持ち
を受け入れる。 

〇授業全体を通して児
童Aの担任がAのそば
に寄り添い、安心して
参加できるように支援
する。 
 
◎必要に応じて、支援
籍校児童により良い関
わり方について助言し
たり、見本を見せたり
する。 

 
【評価】 

・ゲームに取り組み、支援籍校児童とかかわりを持つことができたか。（児童A） 

・より良い関わり方を考え、児童Aのことを知ることができたか。（支援籍校児童） 

 

 

【支援籍学習の目的】川越特別支援学校ガイドラインより 

○地域との関係を深めるとともに、在籍校（学級）以外の学校（学級）において学ぶことにより、 

「社会で自立できる自信と力」を育む。（川越特別支援学校） 

○同じ地域に住む障害のある児童生徒と学級の一員として学ぶことにより、「心のバリアフリー」を育む。

（支援籍校） 

【支援籍校教員から】 

・A君の担任がそばにいてくれたことにより、初めての環境でもすぐに打ち解けることができていた 

ように見えました。 

・打合せ時にもらったA君の自己紹介カードを教室に掲示すると、児童はよく見ていました。事前に 

一緒に歌う曲を練習することで、A君に会うことに期待感を高めていました。 

・ゲームは普段の内容よりもハードルを下げたものにし、A君が取り組みやすいようにしました。児童 

は温かくA君を迎え入れることができました。 

・支援籍学習後も、「またA君と遊びたい！」という声が聞かれました。 


